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１．建設工事費デフレーターの動向

資材・労務費といった建設工事費は過去10年間で34.5％上昇、近年の上昇率は大きく、今後も上昇基
調で推移するものと見込まれる。
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H27
（基準）

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

建設総合_土木総合_その他土木_
上・工業用水道

100.0 100.1 102 105.8 108.9 108.9 113.7 122.8 127.2 132 134.5

※出典： 国土交通省「建設工事費デフレーター」
※「建設工事費デフレーター」とは、建設工事の価格が、過去と比べてどれくらい高くなったか（あるいは安くなったか）を示す
“物価のモノサシ”

（指数）



２．建設資材物価指数（CMPI）の動向

R3を境に上昇率が大きくなり、近年では、水道関連事業が属する土木部門が最も上昇傾向にあり、
今後も上昇基調で推移するものと見込まれる。
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※出典：一般財団法人建設物価調査会



３．主な水道用薬品購入単価の動向

主要な薬品において、過去10年間で1.6～2.1倍に上昇しており、今後も上昇基調で推移するものと見
込まれる。
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※出典：京丹後市水道用薬品購入単価契約内容一覧

（円／㎏・税抜き）

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ 50.0 50.0 50.5 59.5 56.5 56.5 56.5 65.5 65.5 68.0 80.0

ﾎﾟﾘ塩化ｱﾙﾐﾆｳﾑ 50.0 48.5 49.5 54.0 53.5 63.3 67.1 87.3 92.3 125.0 106.0

苛性ｿｰﾀﾞ 33.2 35.7 42.0 44.5 42.0 42.0 47.0 54.5 54.5 55.5 55.5



４．消費者物価指数（CPI）の動向

R7時点では過去5年間で約12%の物価上昇となっており、今後も上昇基調で推移するものと見込まれる。
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※出典: 総務省統計局「消費者物価指数年平均結果」

H28 H29 H30 R1
R2

（基準）
R3 R4 R5 R6 R7

年平均CPI指数値 98.1 98.6 99.5 100 100 99.8 102.3 105.6 108.5 111.9



５．建設業および水道業の賃金の動向

「水道事業の維持管理や管路の更新工事を担う建設業やインフラ関連業界では、人手不足に対応する
ための賃上げが全国的に進んでいる。過去10年間の賃金指数を見ても、右肩上がりの推移が続いており、
工事費や維持管理委託費の上昇に直結している。
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※出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査（全国調査）」

H28 H29 H30 R1
R2

（基準）
R3 R4 R5 R6 R7

建設業 89.9 91.7 93 94 97.7 100.4 99.7 100.6 103.3 103.4

電気・ガス・熱供給・水道業 94.5 95.8 96.2 97.5 98.6 100.1 99.5 100.8 102.1 102.5



６．金利の動向

近年上昇傾向にあり、今後も高水準での推移が見込まれる。

６

※出典：財務省 財政融資資金の金利情報

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

	貸付金利（年利）　4月時点 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.20 0.30 0.40 0.70

【例】財政融資資金（20年償還・据置2年以内）の適用金利



７－１．水道施設の老朽化状況（京丹後市水道事業ビジョンより）
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７－２．水道施設の老朽化状況（京丹後市水道事業ビジョンより）
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【峰山・大宮・網野の浄水施設】



７－３．水道施設の老朽化状況（京丹後市水道事業ビジョンより）
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【丹後・弥栄・久美浜の浄水施設】



７－４．水道施設の老朽化状況（京丹後市水道事業ビジョンより）
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【峰山・大宮の
配水池・ポンプ場】

【網野・丹後の
配水池・ポンプ場】



７－５．水道施設の老朽化状況（京丹後市水道事業ビジョンより）
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【弥栄・久美浜の
配水池・ポンプ場】



７－６．水道施設の耐震化状況（京丹後市水道事業ビジョンより）
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７－７．水道施設の耐震化状況（京丹後市水道事業ビジョンより）
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